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MEISTER

SMILE

いつも元気に笑顔で働

くヒミツを教えてもら

うべく、笑顔の「匠」

の素顔に迫るコーナー

です♪

ここでは、日々の業務

や職種についても詳し

くご紹介いたします。
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大嶋さんの
ある日のスケジュール

8:30
8:45
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10:00
11:00
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17:30

情報収集
申し送り・引き継ぎ　
ペアリング看護師と患者ラウンド
清潔ケア・体位交換・点滴投与・リハビリ・入浴介助
食事介助　経管栄養
昼休憩
検査介助
検温・多職種カンファレンス・看護記録
体位交換
終業

部
署
の
紹
介

　5
階
西
病
棟
は
、
脳
神
経
内
科
・
脳
神

経
外
科
を
主
と
し
た
病
棟
で
す
。
て
ん
か

ん
や
髄
膜
炎
・
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
な

ど
の
急
性
期
の
緊
急
対
応
や
、
A
L
S
・

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
、
難
病
疾
患
の
病

状
進
行
に
伴
う
病
状
悪
化
時
な
ど
の
内
科

的
治
療
、
脳
卒
中
を
は
じ
め
と
し
た
脳
腫

瘍
や
頭
部
外
傷
な
ど
手
術
前
後
の
外
科
的

治
療
や
化
学
療
法
が
必
要
な
患
者
さ
ん
が

入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
急
な
発
症
・
入
院

の
の
ち
、
意
識
障
害
や
運
動
障
害
・
言
葉

が
上
手
く
話
せ
な
い
な
ど
の
機
能
障
害
を

抱
え
る
患
者
さ
ん
が
多
い
た
め
、
多
職
種

と
協
働
し
な
が
ら
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま

で
幅
広
い
看
護
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　急
性
期
は
、
患
者
さ
ん
の
小
さ
な
変
化

を
見
逃
さ
ず
、
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
日
々
の
看
護
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　回
復
期
は
、
患
者
さ
ん
の
退
院
後
の
生

活
状
況
や
療
養
環
境
を
見
据
え
た
在
宅
支

援
や
社
会
復
帰
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

私
の
業
務
に
つ
い
て

　私
は
、今
年
か
ら
3
年
目
と
な
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
を
受
け
持
ち
、
先
輩
看
護
師
と

と
も
に
清
潔
ケ
ア
や
、
包
交
当
番
と
い
う

役
割
を
日
々
担
い
、
気
管
切
開
の
患
者
さ

ん
の
チ
ュ
ー
ブ
交
換
等
の
処
置
介
助
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
ハ
イ
ケ

ア
室
と
い
う
急
性
期
や
重
症
な
患
者
さ
ん

の
病
室
を
担
当
し
て
い
き
ま
す
。
疾
患
や

処
置
の
手
技
、
急
性
期
に
お
け
る
患
者
さ

ん
と
そ
の
ご
家
族
の
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
日
々
学
習
し
、
理
解
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ．この職業を目指したきっかけはなんですか ?
祖母の入院をきっかけに看護という仕事に興味を持ちました。男性の看護師が丁寧　
に接してくれていると祖母から話をよく聞いており、私もその男性看護師のようにな
りたいと思ったことがきっかけです。

A.

Ｑ．今後の目標・意気込みをどうぞ。
重症度の高い人工呼吸器を必要とする患者さんを担当できるよう、知識と実践能力
の向上のため努力していきたいと思います。

A.

Ｑ．当院を選んだ理由はなんですか？
済生会附属の専門学校に入学し、実習で慣れていたことと、栃木県救命救急センターの
ある地域基幹病院である当院で、様々な経験を積むことができると考え就職しました。

A.

Ｑ．気分転換したい時はどうしていますか ?
読書や昼寝をして心身ともに充分休みをとっています。A.

Ｑ．尊敬する人は誰ですか ?
同じ部署の先輩方です。A.

Ｑ．趣味または特技は何ですか？
映画鑑賞や読書、アウトドアではキャンプなどが好きです。A.

Ｑ．仕事をするうえで心がけていることはなんですか?
患者さんの気持ちに寄り添い、思いやりを持って関われるように日々心がけています。A.
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5階西病棟 大嶋 望生
さんおおしま みずき

5階西病棟の皆さんと
(下段右から2番目が大嶋さん)




